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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２２年１月分） 

２０２２年３月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●新型コロナウイルス感染状況（１～３１日） 

１月の国内の新規感染者総数は５万５，４１

１人で、前月に比べ大幅に増加。また、４日、

ＲＳでは新型コロナと季節性インフルエンザの

双方に同時に感染する「フルロア」の感染事

例が報告された。 

なお、新型コロナウイルスに関連する統計

情報を掲載する Worldometer によれば、新型

コロナウイルス感染によるＢＨ国内の死者数

はこれまでに１万３，６９６人（１月１３日時点）

で、人口１００万人あたりの死者数は欧州域内

ではブルガリアに次いで２番目に悪い数字で

ある。 

 

（２）エンティティ、特別区 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●「ＲＳの日」の祝賀式典の開催（９日） 

ＲＳの中心都市バニャ・ルカにおいて、例年

に続き「ＲＳの日」の祝賀式典が開催され、ド

ディック大統領評議会セルビア系メンバーを始

めとするＲＳ首脳の他、テパブチェビッチ・セル

ビア社会・労働・退役軍人相およびカラブコフ

当地ロシア大使が参列した。なお、ＢＨ憲法裁

判所は２０１９年３月に同祝日をＢＨ憲法違反

とする判断を示しており、式典開催に対しては

国際社会の間でも懸念が強い。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ＢＨ選挙法改正交渉（２６～３０日） 

国内主要与野党は、パルマー米国務省ＢＨ

選挙法問題担当特使およびアイホースト欧州

対外行動庁（ＥＥＡＳ）西バルカン担当局長の

仲介の下、サラエボおよび南部ネウム市にお

いて選挙法改正交渉を行った。各党は選挙の

透明性および公平性確保に向けた制度改正

につき基本合意に達した一方で、主要な争点

である大統領評議会メンバー選出方法などを

めぐっては、ボシュニャク系とクロアチア系各

党の隔たりは今回も埋まらず、最終的な交渉

妥結は次回以降に持ち越された。 

 

（２）二国間関係 

●ＢＨ・クロアチア外相会談（４～５日） 

グルリッチ＝ラドマン・クロアチア外相がＢＨ

を訪問し、トゥルコビッチ副首相兼外相（ボシュ

ニャク系与党第一党ＳＤＡ所属）等と会談した。

両外相は、本年前半に両国政府の合同会合

をザグレブで開催する方針で合意した。また、

クロアチア政府が両国国境付近で進める核廃

棄物処理場建設計画をめぐり、ＢＨ側の反発

を踏まえ、両国の専門家で構成される委員会

における協議を加速化する方針を確認した。 

 

●米財務省によるドディック大統領評議会メン

バーに対する制裁発動等（５日） 

米財務省は、汚職関与並びにＢＨの不安定

化および領土一体性に対する恒常的な脅威

を主導しているとして、ドディック大統領評議

会メンバーに対する制裁（資金凍結等）の発

動を発表した。また同日には、米国務省も同

様の理由で、テゲルティヤ前高等司法検察評

議会議長等に対する制裁（渡航禁止等）の発

動を発表した。なお、ドディック・メンバーは２０

１７年に米国務省の制裁対象（渡航禁止措置）

になっており、米国の制裁対象となるのは今

回で２回目。 

 

●パワーＵＳＡＩＤ長官のＢＨ訪問（２０～２２日） 
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パワーＵＳＡＩＤ長官はＢＨを訪問し、２１日

には大統領評議会３メンバーと会談しＢＨ情

勢につき意見を交わしたほか、２２日にはジャ

ポＢＨ連邦環境・観光相およびガシッチＲＳ通

商・観光相と会談し、ＢＨの観光振興につき意

見を交わした。 

 

●英国議会議員団のＢＨ訪問（２６～２８日） 

英国議会外交委員会の議員団８名がＢＨを

訪問し、２６日に大統領評議会と、２７日にはト

ゥルコビッチ副首相兼外相およびポジッチ国

防相（ボシュニャク系与党第二党ＤＦ所属）と

それぞれ会談した。各会談では、現在のＢＨ

政治・経済情勢、ＢＨ・英国二国間関係、およ

び英国の対西バルカン政策につき意見を交

わした。英国議員団はＢＨ情勢を注視している

としつつ、その改善に向けた動きを支持する

旨述べた。 

 

●ビョルンスタット・ノルウェー西バルカン担当

特使のＢＨ訪問（１月３１日～２月２日） 

ビョルンスタット・ノルウェー西バルカン担当

特使がＢＨを訪問、サラエボではボシュニャク

系およびクロアチア系の与野党要人と、また

バニャ・ルカではＲＳ政府要人とそれぞれ会談

した。ビョルンスタット特使は、デイトン合意に

基づくＢＨの主権および領土一体性を強く支

持する旨述べつつ、ＢＨの国政正常化に向け

対話の促進を呼びかけた。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●伊藤大使とキヤノンメディカルシステム

ズ南ヨーロッパＢＨ常駐代表の懇談（６日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、来訪したキ

ヤノンメディカルシステムズ南ヨーロッパの

ポリッチＢＨ常駐代表との間で、当地にお

ける医療分野の操業環境について意見交

換を行った。懇談の席では、医療体制拡

充の必要性が特に高まっている現在、医

療機材の分野における日本の技術力を当

地で更に啓発する必要があるという点で

一致した。 

 

（写真：伊藤大使とポリッチ代表） 

 

●伊藤大使と当地ＵＮＤＰ代表の懇談（２

４日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、ネデラ当地

ＵＮＤＰ代表等と当地における脱炭素化お

よび気候変動への適応につき意見交換を

行った。懇談の席では、我が国の令和３

年度補正予算で認められた「国際機関等

を通じた途上国への脱炭素化・気候変動

対策支援」としてＵＮＤＰに拠出される資金

の活用方法につき説明があり、当館として

当地ＵＮＤＰと緊密に協力していくことを確

認した。 
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（写真：伊藤大使とネデラ当地ＵＮＤＰ代表等） 

 

●伊藤大使と東サラエボ市公衆衛生研究

所所長の懇談（２５日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、東サラエボ

市のスルプスカ共和国公衆衛生研究所を

訪問し、ミオブチッチ所長より同研究所の

活動について紹介を受けた。懇談の席で

は、今後の医療分野の協力について意見

交換が行われた。 

 

（写真：伊藤大使とミオブチッチ所長） 

 

●伊藤大使とチャバラＢＨ連邦大統領の

会談（３１日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、チャバラＢＨ

連邦大統領を表敬訪問し、ＢＨ情勢および

日・ＢＨ関係につき意見を交わした。チャ

バラＢＨ連邦大統領からは、ＢＨおよびＢＨ

連邦（ＢＨを構成する２エンティティのうち

の一つ）に対する日本の支援に謝意が表

明された。 

 

（写真：伊藤大使とチャバラＢＨ連邦大統領） 

 

３．経済 

（１）経済指標（ＢＨ統計庁） 

●ＧＤＰ成長率 

２０２１年第３四半期（７～９月）の国内ＧＤＰ

成長率は、季節調整後の数値で同年第２四

半期から１．７％のプラス成長。 

 

●産業生産指数 

２０２１年１１月の産業生産指数は、季節調

整後の数値で前月比０．３％のプラス、前年同

期比では６．７％のプラス。 

 

●貿易収支 

２０２１年の輸出総額は、前年比３５．７％プ

ラスの１４２億７，４００万ＫＭ（約７２億９，８００

万ユーロ）、輸入額は前年同期比２７．９％プ

ラスの２１５億９，７００万ＫＭ（約１１０億４，２０

０万ユーロ）。輸出額から輸入額を引いた貿易

収支は約７３億２，３００万ＫＭ（約３７億４，４０

０万ユーロ）の赤字。輸出・輸入額の上位５か

国は以下のとおり。 
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ＢＨからの輸出 ＢＨへの輸入 

① セルビア ① イタリア 

② ドイツ ② クロアチア 

③ クロアチア ③ セルビア 

④ イタリア ④ ドイツ 

⑤ オーストリア ⑤ 中国 

 

●雇用／失業率 

２０２１年１１月の失業登録者数は３７万８，

０７９人で、前年同期比で８．５％の減少。 

 

●平均給与 

２０２１年１１月の平均給与（手取り）は１，０

２３KＭ（５２３ユーロ）で、前年同期比で５．

９％のプラス。 

 

●消費者物価指数 

２０２１年１２月の消費者物価指数は前月比

０．７％のプラス。 

 

●観光客数 

２０２１年１２月にＢＨを訪れた観光客数は８

万４，５４５人で、前年同期比１１３．６％のプラ

ス。 

 

（２）経済政策・公共事業 

●当地世銀代表、２２年のＢＨ国内のＧＤＰ成

長率は前年比でマイナスと予想（３１日） 

シェルドン当地世銀代表は、国内放送局の

インタビューにおいて、２０２１年のＢＨのＧＤＰ

成長率は、２０２０年の新型コロナの影響から

回復し、６．５％に達するとの見通しを発言。そ

の上で、２０２２年のＢＨ経済成長は、鉱物資

源および化学薬品などのＢＨからの輸出が減

少する見込みから減速傾向に転じ、ＧＤＰ成

長率は２０２１年比で約３％のマイナスになる

との見通しを述べた。 

 

（３）経済協力（新型コロナウイルス対策支援

を含む） 

●各国による対ＢＨ新型コロナ対策支援 

１１日、米国は、対ＢＨ新型コロナ対策支援

の一環として、ＢＨにモデルナ製ワクチン９万

６，０００回分を供与した。このほか、クロアチ

ア政府はモデルナ製ワクチン７万回分を、ま

た２１日には、ブルガリア政府がファイザー製

ワクチン約２５万８，０００回分をそれぞれＢＨ

に供与した。 

 

（４）民間セクター 

●対ＢＨ外国直接投資、２０２１年は増加（６日） 

ＢＨ中央銀行の発表（暫定）によれば、２０２

１年１～９月の対ＢＨ外国直接投資額は、前

年同期比で６５％プラスの１０億４，９００万Ｋ

Ｍ（約５億３，６００万ユーロ）であった。 

 

●ツバキ・ナカシマ・コニッツ社の工場拡張（２

３日） 

当地報道によれば、中部コニッツ市に工場

を有し精密ローラーを生産する日本のツバキ・

ナカシマ社は、同工場の生産施設拡張に向け、

新たに５，０００万ＫＭ（約２，５６０万ユーロ）の

投資を行う予定である。また、同報道によれば、

今回の設備拡張に伴い、同社では３００人以

上の新規雇用を予定している。 


